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令６年度 大仙市一般廃棄物処理実施計画 

 

１ 趣 旨 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和４５年法律第１３７号。以下「法」という。）

第６条第１項及び大仙市廃棄物の処理及び清掃に関する条例（平成１７年条例第２３号。

以下「条例」という。）第２３条第１項の規定に基づき、大仙市内の一般廃棄物の処理に

関する単年度事業計画を、令和６年度大仙市一般廃棄物処理実施計画（以下「計画」とい

う。）として次のとおり定めるものである。 

 

２ 計画期間 

  令和６年４月１日から令和７年３月３１日まで 

 

３ 計画区域 

  大仙市全域とする。 

 

４ 処理をする廃棄物の区分 

 

※古布類（資源ごみ）は、収集を休止します。 

 

区 分 主 な 品 目 

燃やせるごみ 
生ごみ、紙類（リサイクル出来ないもの）、ゴム類 

皮革類、プラスチック類、草木類、布類 

燃やせないごみ 

陶磁器類、ガラス類（食用・飲料用のびんを除く） 

廃家電類（使用済み小型家電以外のもの） 

金属類（缶類を除く） 

資源ごみ 

びん・缶 食用・飲料用のびん、スチール缶、アルミ缶、スプレー缶 

ペットボトル ペットボトル 

古紙 新聞、雑誌、ダンボール、紙パック 

廃プラ類（拠点回収） 発泡スチロール、食品トレイ、ペットボトルキャップ 

乾電池・蛍光灯類 

（拠点回収） 

乾電池、蛍光灯、ボタン電池、電球類、水銀体温計 

水銀血圧計 

使用済み小型家電 

（拠点回収） 

携帯電話、USB メモリ、携帯型ゲーム機、デジタルカメラ 

ケーブル、アダプター、電卓、ビデオデッキ、リモコン等 

粗大鉄類 粗大ごみの戸別収集で出された金属製品 

その他 一般廃棄物再生利用業指定施設で処理される廃棄物 

粗大ごみ 
指定袋に入らない大きさの家具類、寝具類、家電類等 

（各リサイクル法対象品、適正処理困難物を除く） 

し尿・浄化槽汚泥 
便槽に溜められたし尿、合併処理浄化槽及び農業集落排水

処理施設から発生する浄化槽汚泥 
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５ 一般廃棄物の発生量 

 （１）ご み 

（単位：ｔ） 

年 度 

 

区 分 

Ｒ４年度 

実 績 

Ｒ５年度 

実 績 

（見込み） 

前 年 度 

対 比 

Ｒ６年度 

発生見込み 

（計画値） 

 

燃やせるごみ 25,613 24,608 △3.9％ 23,795 

燃やせないごみ 1,077 1,028 △4.5％ 935 

粗大ごみ 785 622 △20.8％ 590 

ごみ排出量 27,475 26,258 △4.4％ 25,320 

資

源

ご

み 

びん・缶 808 771 △4.6％ 778 

ペットボトル 191 187 △2.1％ 191 

古紙 1,048 1,007 △3.9％ 1,012 

古布類 0 0 0％ 0 

廃プラ類 198 152 △23.2％ 182 

乾電池・蛍光灯類 20 21 5.0％ 25 

使用済み小型家電 1 1 0％ 3 

粗大鉄類 3 14 366.7％ 4 

その他 264 237 △10.2％ 239 

小 計 2,533 2,390 △5.6％ 2,434 

ごみ総排出量 30,008 28,648 △4.5％ 27,754 

※令和５年度実績（見込み）は令和６年１月末の排出量を基に算出。 

 

         年 度 

 

区 分 

Ｒ４年度 

実 績 

Ｒ５年度 

実 績 

（見込み） 

前 年 度 

対 比 

Ｒ６年度 

計画値 

１人１日あたりごみ量（ｇ） 1,084 1,053 △2.86％ 1,038 

資源回収比率 8.44％ 8.34％ △0.1％ 8.77％ 

※1 人あたりごみ量は年度末人口で算出   （R4 年度 75,867 人）    （R5 年度 74,557 人）    （R6 年度 73,208 人） 

  R5、R6については推計人口                               

 

 （２）し尿・浄化槽汚泥 

（単位：㎘） 

年 度  

 

区 分 

Ｒ４年度 

実 績 

Ｒ５年度 

実 績 

（見込み） 

前 年 度 

対 比 

Ｒ６年度 

発生見込み 

（計画値） 

し   尿 11,045 10,424 △5.62％ 10,285 

浄化槽汚泥 29,492 28,249  △4.21％ 28,531 

総   量 40,537 38,673 △4.69％ 38,816 
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６ 収集運搬方法 

（１） 家庭系ごみ 

ア 計画収集 

  家庭系一般廃棄物の収集運搬は、各地域指定の収集日に、集積所を拠点として市の

委託業者が行う。収集開始時刻は午前８時とし、排出には市の指定ごみ袋等を使用す

る。地域の収集日は「ごみカレンダー」を配布及び市ＨＰに掲載して周知する。 

  粗大ごみについては、事前申し込みによる有料戸別収集を実施する。手数料の徴収

は、シール型の証紙によることとし、排出時に粗大ごみに証紙を貼りつける。 

区 分 収集回数 収集方式 排出方法 実施主体 

燃やせるごみ 週２回 集積所 指定袋証紙 市（委託業者） 

燃やせないごみ 月１回 集積所 指定袋証紙 市（委託業者） 

資

源 

ご

み 

びん・缶 月２回 集積所 指定袋 市（委託業者） 

ペットボトル 月１回 集積所 指定袋 市（委託業者） 

古紙 月１回 集積所 
ひもで縛る、紙袋 

雑紙リサイクル袋 
市（委託業者） 

粗大ごみ 
年２回～ 

年９回 
戸別収集 証紙添付 市（委託業者） 

  イ 直接搬入 

    引っ越し時など一時的に多量に排出する場合は、自ら運搬するか、市の許可業者へ

収集運搬を委託し、大曲仙北広域中央ごみ処理センターに搬入する。 

  ウ 拠点回収 

    食品トレイ、発泡スチロール及びペットボトルキャップを対象に拠点回収を実施し、

再資源化を図る。食品トレイ及びペットボトルキャップは、市委託業者が食品トレイ

については月２回、ペットボトルキャップについては月１回回収する。  

    発泡スチロールは、委託業者が春と秋の年２回、庁舎、公民館などの拠点を巡回し

回収を行う。回収した発泡スチロールは、市内民間業者へ搬入する。 

    水銀使用廃製品（電池類・蛍光灯類・水銀血圧計等）は、「水銀に関する水俣条約」

の採択を踏まえ公布された「水銀による環境の汚染の防止に関する法律」に基づき、

市庁舎等１６箇所に回収ボックスを設置し、拠点回収を行う。回収した水銀使用廃製

品については、公益社団法人全国都市清掃会議の使用済み乾電池等の広域回収・処理

事業による共同処理などによりリサイクル及び適正処理を行う。 

（２）事業系ごみ 

     事業系一般廃棄物は、自ら運搬するか、市の許可業者へ収集運搬を委託し、大曲仙

北広域中央ごみ処理センターに搬入することとする。排出時には透明もしくは半透明

の袋を使用し、中を確認できるようにしたうえで搬入するものとする。 

（３）し尿・浄化槽汚泥 

一般廃棄物（し尿・浄化槽汚泥）収集運搬業の許可を受けた業者が、随時、依頼に

基づき戸別収集を行い、大曲仙北広域中央し尿処理センターへ搬入する。 
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７ 処理方法 

 

区 分 搬入先 中間処理 最終処分 

燃やせるごみ 
大曲仙北広域中央ごみ処理

センター 
焼却 埋立*1 

燃やせないごみ 
大曲仙北広域中央ごみ処理

センター 

破砕→選別→ 

（金属）圧縮→民間業者へ

引き渡し 

（可燃物）焼却 

（不燃残渣）埋立処分 

埋立 

資

源 

ご

み 

びん・缶 
大曲仙北広域中央ごみ処理

センター 

選別→ 

（缶）圧縮→ 

（びん） → 

－ 

ペットボトル 
大曲仙北広域中央ごみ処理

センター 

圧縮（ベール化）→民間業

者へ引き渡し 

古紙 

大曲仙北広域中央ごみ処理

センター 

（直接搬入・許可業者） 

民間業者へ引き渡し 

民間業者（計画収集） 再資源化 

廃プラ類 民間業者 
溶融→インゴットに成型 

→民間業者へ引き渡し 

乾電池・ 

蛍光灯類*3 

（公社）全国都市清掃会議

広域回収・処理センター 

選別→焙焼→ 

（水銀）試薬等として販売 

（金属）民間業者へ引き渡し 

使用済み 

小型家電 

小型家電リサイクル法に基

づく認定事業者 

選別→破砕 

金属  → 

非金属 → 

粗大鉄類 民間業者 民間業者へ引き渡し 

その他 
一般廃棄物再生利用業指定

施設*4 
民間業者へ引き渡し 

粗大ごみ 
大曲仙北広域中央ごみ処理

センター 

【可燃】剪断→焼却 

【不燃】破砕→選別→ 

（金属）圧縮→民間業者へ

引き渡し 

（可燃物）焼却 

（不燃残渣）埋立処分 

埋立 

民間業者へ 

引き渡し 

民間業者へ 

引き渡し*2 
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区 分 搬入先 中間処理 最終処分 

し尿・浄化槽汚泥 
大曲仙北広域中央し尿処理

センター 

標準脱窒素処理・高度処理 

（凝集沈殿・オゾン脱色・

砂ろ過）→ 焼却*5 

埋立 

 

*1大曲仙北広域南外一般廃棄物最終処分場及び小坂町・大曲仙北広域市町村圏組合間の事

前協議に基づき、グリーンフィル小坂（株）へ搬入し、最終処分を行う。 

*2選別後のびんは、再資源化率を高めることを目的に、湯沢市・大曲仙北広域市町村圏組

合間の事前協議に基づきマテリアルリソーシング東北（株）へ搬入し、処理を行う。 

*3拠点回収した乾電池・蛍光灯類について、公益社団法人全国都市清掃会議の使用済み乾 

電池等広域回収処理事業による処理ルートで再資源化を行う。 

*4一般廃棄物再生利用業指定施設で再生利用を行う品目は、紙くず、木くず、コンクリー 

 トくず、廃プラスチック類、金属くず、ガラスくず、陶磁器くずとする。（繊維くずに 

 については、新規に指定施設が増えた場合に追加する）。 

*５高度処理後の汚泥は、大曲仙北広域中央ごみ処理センターにおいて焼却処理する。 
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８ 収集・処理を行わないもの 

（１） 再資源化が義務づけられているもの 

  ア 特定家庭用機器再商品化法（以下「家電リサイクル法」という。）対象機器 

    洗濯機、衣類乾燥機、テレビ、エアコン、冷蔵庫、冷凍庫が対象となる。 

   ・小売店での引き取り 

    購入した小売店に引き取ってもらうか、買い替えの際に、新しい製品を購入する

小売店に引き取ってもらう。 

   ・一般廃棄物収集運搬許可業者への収集運搬依頼 

    一般廃棄物収集運搬許可業者へ指定引き取り場所への収集運搬を依頼する。 

   ・指定引き取り場所への搬入 

    郵便局で家電リサイクル券を購入し、自ら指定引き取り場所へ搬入する。 

  イ 資源の有効な利用の促進に関する法律（以下「資源有効利用促進法」という。）

対象機器 

    廃パーソナルコンピュータが対象となる。 

    メーカーの引き取り窓口に連絡し、引き取りを依頼する。 

  ウ 使用済自動車再資源化等に関する法律（以下「自動車リサイクル法」という。）

対象機器 

    自動車、自動二輪車が対象。 

    取り扱い業者へ引き取ってもらい、再資源化する。 

（２） 適正処理困難物 

条例第２０条第１項に基づき指定する適正処理困難物は次のとおりとする。 

ア 有害ごみ 

  水銀（ただし、市が拠点回収を行う水銀使用廃製品を除く）、カドミウム、PCB 

などの有害物質を有するもの。 

  農薬、化学薬品、バッテリー、塗料等が対象になる。 

イ 処理困難ごみ 

  廃ゴムタイヤ、スプリングの混入したマットレス・椅子、もみ殻等。 

  ただし、スプリングが混入したマットレスは、市の有料戸別収集を通じて排出す

る場合や、自ら前処理を行い、処理できる状態にした場合は処理を行う。 

ウ 医療廃棄物（特別管理一般廃棄物） 

  家庭から出る注射針や、感染するおそれがある体液等が付着したプラスチック類、

布類、ゴム類等。 

  ただし、感染する恐れのない廃棄物については、一般廃棄物の区分に従い処理す

る。 

エ 危険ごみ 

  プロパンガスボンベ、消火器、ガソリン、廃油等。 

      取り扱い業者へ引き取りを依頼することとする。ただし、消火器は一般社団法人

日本消火器工業会の廃消火器リサイクルシステムルートにより再資源化を図ること

とする。 

 



7 

 

９ 発生・排出抑制および再資源化等に関する取組み 

ア 家庭ごみ有料化の実施 

    平成２０年度から、経済的動機付けを活用したごみの発生抑制、市民の意識改革、

費用負担の公平化を目的とした家庭ごみ有料化制度を実施している。 

    この制度は、市民がごみ処理に係る経費の一部を直接負担するものであり、焼却や

埋立てといった処理が行われる「燃やせるごみ」「燃やせないごみ」の２種類を対象

としている。一方、資源ごみの収集を有料化制度の対象外とすることで、資源ごみ回

収量の向上を図る。 

    費用の負担は、ごみ量に比例する単純従量制によるものとし、市民はごみ袋証紙の

購入を通じて一般廃棄物処理手数料を負担する。 

区 分 規 格 手数料（１枚） 

燃やせるごみ 

大（４５L） ４０円 

中（３０L） ３０円 

小（２０L） ２０円 

燃やせないごみ 

大（４５L） ４０円 

中（３０L） ３０円 

小（２０L） ２０円 

  イ 広報、ホームページなどに、家庭でできるごみの排出抑制、減量、分別方法につい 

て掲載し、周知を図る。 

  ウ ごみ講話を開催し、市民のごみに関する意識の向上と知識の習得を図る。 

  エ 資源化率向上のため、排出される資源物については全量リサイクルできるよう分別、

排出方法について指導する。 

  オ 食品トレイ、発泡スチロール及びペットボトルキャップの回収を行い、容器包装類

の再生利用に努める。食品トレイ及びペットボトルキャップは、市内の回収拠点にボ

ックスを設置して随時回収する。発泡スチロールは春と秋の年２回、市庁舎及び公民

館等を拠点として回収を実施する。 

  カ 廃食用油の回収を行い、工業用原料・飼料用原料として再資源化の促進を図る。 

  キ 循環型社会の構築に向け、市民に広く廃棄物の減量化、再資源化に関心を持っても

らうため、循環型社会形成推進キャラクターを広報、ごみカレンダー等に活用する。 

  ク 小学生の環境学習の一環として、環境学習を実施する。 

  ケ １０月を「食品ロス削減月間」とし、小売店の店頭でのチラシ配布や広報をとおし 

て食品ロス削減を呼びかけるとともに、市民団体・事業所の協力を得て「食品ロス削 

減推進キャンペーン」を実施する。 

  コ 事業系ごみの排出抑制、分別の徹底による再資源化を図るため、事業所に対する訪 

問指導を実施する。 

  サ 大仙市一般廃棄物再生利用業者指定制度を活用し、民間処理施設でのリサイクルを 

推進する。 

  シ 散乱ごみ対策として、ボランティア清掃活動を支援する。４月の第３日曜日を全市 

一斉クリーンアップ日とし、一斉清掃を行う。 
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ス 不法投棄対策として、不法投棄監視員による巡回のほか、監視カメラによる監 

視を行う。 

セ 使用済小型電子機器等の再資源化の促進に関する法律に基づき、市庁舎８箇所 

 に小型家電回収ボックスを設置し、使用済小型家電の再資源化を推進する。 

また、回収した小型家電については認定事業者と引き渡し契約を締結し、適正 

     にリサイクルを行う。 

ソ 水銀による環境の汚染の防止に関する法律に基づき、市庁舎等１６箇所に回収 

 ボックスを設置し、乾電池や蛍光灯などの水銀使用廃製品の拠点回収を行う。 

また、回収した水銀使用廃製品については公益社団法人全国都市清掃会議の使

用済み乾電池等の広域回収・処理事業による共同処理などによりリサイクル及び

適正処理を行う。 

    タ 食品ロス削減に向けて、市民への３０１０運動の展開や食べ残し等に対する意

識改革を図るとともに、ホテルまたは宴会場、飲食店などの事業所に対しても食

品ロス削減の取り組みについて食べ切り協力店への登録など広く協力を要請して

いく。 

    チ エアゾール製品及びカセットボンベなどの廃エアゾール製品等の排出について 

     排出時に穴あけずに使い切ってから排出するよう「ごみ出しカレンダー」により 

     周知を行う。 

    ツ 使用済み乾電池の拠点回収に混入した小型充電式電池（ニカド電池、ニッケル

電池、リチウムイオン電池等）について、通常の乾電池処理とは別の広域認定排

出者としての登録を受け、一般社団法人ＪＢＲＣにおいてリサイクル及び適正処

理を行う。 

 

１０ その他必要な事項 

（１）一般廃棄物収集運搬業（ごみ）の許可方針 

  ア 既存の許可業者の収集運搬能力や実績及び一般廃棄物の減少傾向が今後も続くと見 

込まれることなどを総合的に勘案すると、現行の許可業者により適正に収集運搬が遂 

行されていると判断されることから、新規許可については新たな法令等の整備により 

必要が生じた場合を除き、原則として許可しない。 

  イ 食品循環資源の再生利用等の促進に関する法律等に基づき、ごみの減量化や再生利 

用を目的とした処分業を営んでおり、当該処分業と合わせて収集運搬業を行う場合で、

適正に処理することが確実である場合には、内容に応じて一般廃棄物の種類を限定し

て許可する。 

 

（２）一般廃棄物収集運搬業（し尿・浄化槽汚泥）の許可方針 

  ア 既存の許可業者の収集運搬能力や実績及び一般廃棄物（し尿及び浄化槽汚泥）の減 

少傾向が今後も続くと見込まれることなどを総合的に勘案すると、現行の許可業者に 

より適正に収集運搬が遂行されていると判断されることから、新規許可については新 

たな法令等の整備により必要が生じた場合を除き、原則として許可しない。 
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（３）一般廃棄物処分業の許可方針 

  ア 市の一般廃棄物処理を行う大曲仙北広域市町村圏組合の処理施設により一般廃棄物 

の適正な処分が行われているため、新たな法令等の整備により必要が生じた場合を除 

き、原則として新規許可はしない。 

イ 食品循環資源の再生利用等の促進に関する法律等に基づき、ごみの減量化や再生利   

用を目的として処分業を営む場合で、適正に処理することが確実である場合には、内容

に応じて一般廃棄物の種類を限定して許可する。 

 

（４）新たな分別区分の創設の方針 

 ア 令和４年４月１日に施行されたプラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律に

基づき、令和５年度に大曲地域限定で容器包装プラスチック及び製品プラスチック廃棄

物を資源物として分別し一括収集するための実証事業を行った。 

   令和７年度からの本格実施に向けて令和６年度は市全域での試験収集を計画しており、

収集したプラスチック廃棄物は大曲仙北広域中央ごみ処理センターに一時保管した後、

㈱湯沢クリーンセンターにおいて材料ペレット等に再商品化するまでの実証を行う。 



【資料１】

ごみの種類 排出区分 収集主体 計画値（ｔ） 収集区域 収集方式 処理施設

大曲 5 社 6 台 大曲地域全域

神岡 1 社 1 台 神岡地域全域

西仙北 1 社 2 台 西仙北地域全域

中仙 2 社 2 台 中仙地域全域

協和 1 社 2 台 協和地域全域

南外 1 社 1 台 南外地域全域

仙北 1 社 2 台 仙北地域全域

太田 1 社 1 台 太田地域全域

13 社 17 台 15,609

大曲

神岡

西仙北

中仙

協和

南外

仙北

太田

22 社 127 台 9,325

24,934

大曲 5 社 6 台 大曲地域全域

神岡 1 社 1 台 神岡地域全域

西仙北 1 社 2 台 西仙北地域全域

中仙 2 社 2 台 中仙地域全域

協和 1 社 1 台 協和地域全域

南外 1 社 1 台 南外地域全域

仙北 1 社 2 台 仙北地域全域

太田 1 社 1 台 太田地域全域

13 社 16 台 638

大曲

神岡

西仙北

中仙

協和

南外

仙北

太田

22 社 127 台 348

986

大曲 3 社 8 台 大曲地域全域

神岡 1 社 2 台 神岡地域全域

西仙北 1 社 2 台 西仙北地域全域

中仙 3 社 5 台 中仙地域全域

協和 1 社 2 台 協和地域全域

南外 2 社 3 台 南外地域全域

仙北 1 社 2 台 仙北地域全域

太田 1 社 1 台 太田地域全域

13 社 25 台 2,399

資源ごみ

大曲仙北広域中央ごみ
処理センター

集積所

大曲仙北広域中央ごみ
処理センター

638

小計

348

集積所

戸別収集

家庭系 委託

収集運搬能力(ごみ）

小計

収集車輌

家庭系

許可事業系

委託

小計
可燃ごみ

22

15,609

不燃ごみ

計

計

小計

事業系 許可 22 社 127

2,399家庭系 委託

小計

台 市内全域

社 127 台 9,325 市内全域

大曲仙北広域中央ごみ
処理センター

大曲仙北広域中央ごみ
処理センター

集積所

大曲仙北広域中央ごみ
処理センター*6

一般廃棄物再生利用業
処理施設

戸別収集



ごみの種類 排出区分 収集主体 計画値（ｔ） 収集区域 収集方式 処理施設収集車輌

大曲

神岡

西仙北

中仙

協和

南外

仙北

太田

22 社 127 台 75

2,474

家庭系 委託 567 市全域
戸別収集
(申込制）

大曲仙北広域中央ごみ
処理センター

民間施設

大曲

神岡

西仙北

中仙

協和

南外

仙北

太田

22 社 127 台 726

726

家庭系 委託 19,213

事業系 許可 9,907

29,120

*6　平成22年度より、分別基準適合物（ガラスびん）の再商品化については、湯沢市にあるマテリアル
  　リソーシング東北（株）に処理を委託している。

計

事業系 許可 22 社 台

粗大ごみ

市全域

計

資源ごみ

市全域

市全域

159

計

市内全域社 75

総　量

小計

127 市内全域
戸別収集

大曲仙北広域中央ごみ
処理センター

一般廃棄物再生利用業
処理施設

小計

22

大曲仙北広域中央ごみ
処理センター*6

一般廃棄物再生利用業
処理施設

台事業系 127許可
戸別収集



【資料２】

収集運搬能力（し尿・浄化槽汚泥）

地域 収集主体 収集品目 収集方式 処理施設

大曲 4 社 区域表により

3 社 し尿・浄化槽汚泥

3 社 浄化槽汚泥のみ

1 社 し尿・浄化槽汚泥

3 社 浄化槽汚泥のみ

中仙 3 社 し尿・浄化槽汚泥

1 社 し尿・浄化槽汚泥

2 社 浄化槽汚泥のみ

1 社 し尿・浄化槽汚泥

4 社 浄化槽汚泥のみ

3 社 し尿・浄化槽汚泥

1 社 浄化槽汚泥のみ

1 社 し尿・浄化槽汚泥

1 社 浄化槽汚泥のみ

*7　し尿・浄化槽汚泥の焼却処理については、大曲仙北広域中央ごみ処理センターで行う。

浄化槽清掃業者

地域 実施主体 区域

大曲 4 社 大曲地域全域

神岡 6 社 神岡地域全域

西仙北 4 社 西仙北地域全域

中仙 3 社 中仙地域全域

協和 3 社 協和地域全域

南外 5 社 南外地域全域

仙北 4 社 仙北地域全域

太田 2 社 太田地域全域

太田

仙北

南外

協和

西仙北

神岡

業者数

許可業者

業者数

戸別収集

大曲仙北広域中央し尿
処理センター

（焼却）　　　……..
大曲仙北広域中央ごみ

処理センター*7

許可業者


